
環境協定締結事業所におけるこの１年間の取組みの成果 

 

 

 事業所名    福井県民生活協同組合 

 代表者     理事長 竹生
た こ う

 正人
ま さ と

  

 所在地     福井市開発５丁目１６０３番地 

 協定期間    令和元年１１月１日～令和２年１０月３１日 

          （初回締結日 平成１９年１１月１日） 

 

 

１ 取組み内容と成果 

（１）「温室効果ガス削減計画２０３０」を策定し、２０３０年までに、省エネと創

エネ、再エネの活用によって、ＣＯ２を４０％削減する方針を掲げました。 

   ・２０１３年度（基準年）実績９,４９１ｔ、２０３０年度目標５,６９５ｔ 

   ・計画開始年度：２０２１年度 

 

（２）福井県内において、新エネルギー財団の補助金も活用しながら、測量や地質調

査、基本設計の策定など、小水力発電の調査研究と事業性評価の検討を進めま

した。（具体的な場所や規模は、２０２１年６月の理事会で最終判断後に公開） 

 

 （３）店舗ハーツの古紙や廃食油の回収拠点「リサイクルステーション」では、古

紙１,２９３ｔ、廃食油１６ｔを回収し、地域の資源循環の拠点の役割を果た

しました。また、紙・プラスチックのリサイクルの拠点「エコセンター」で

は、注文書１,６７０ｔ、段ボール６６５ｔ、新聞紙１２９ｔ、プラ類９１ｔ

など、古紙と廃プラスチックの資源リサイクルの拠点として役割を果たしま

した。 

 

（４）ＳＤＧｓの理解促進のために、ＳＤＧｓゲームを、環境ふくい推進協議会の

企画含め、年１２回開催しました。また、エシカル消費については、６月と

１０月をエシカル月間と定め、生協の商品を通してエシカル消費の対象商品

の普及を進めました。消費者団体などから要請を受けて、出前学習会の対応

も行いました。 

 

（５）情報誌「がんばらにゃ」で、毎月裏表紙に「ＬＯＶＥ・アース・ふくい２０

３０」のロゴを掲載し、県民への普及啓発を行いました。 

別 紙 



 

（６）食品廃棄物の削減のため、フードバンクの取り組みを年３回、フードドライ

ブの取り組みを年２回実施し、食料を必要とされている施設などに提供を行

いました。 

 

２ 活動の取組み事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

店舗でのエシカル消費商品の普及 ＳＤＧｓゲームの様子 

ＬＯＶＥ・アース・ふくい２０３０ 

「夏の eco ミッションキャンペーン」 

の啓発 

フードドライブの実施 


